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社会福祉協議会（社協）は、
住民主体の地域福祉をすすめます

ご寄付ありがとうございます

平成29年10月1日 福　祉　だ　よ　り 第36号 （8）

　地域福祉のために役立ててくださいと次の方々からご寄付をいただきました。
　この寄付金は、社会福祉協議会の会計として経理し、事業運営に充当しております。主に、在
宅福祉サービス事業に充てられており、一人暮らし等高齢者に対する給食サービス（月2回）、
寝たきり高齢者等への紙オムツ等支給（年2回）、介護用福祉用具貸与（べッド、車椅子、エ
アーマット）、車椅子用自動車貸出（奉仕号）、一人暮らし高齢者への買い物支援サービス、町
内福祉団体の活動支援等の事業に使用させていただいております。
寄付はすべて皆様の善意に基づくものです。このため一切の強制は行いません。

（平成２９年４月１日～平成２９年９月２７日受付分）（記載は受付順、敬称略）

　多数のみなさまのご理解をいただき、社
協会費を納入いただきました。地域福祉事
業に活用させていただきます。

＝明和町社会福祉協議会機関誌 第36号＝
この機関誌は共同募金の配分を受け発行しています。

寄付金・物品 （単位：円）
原口　弘 50,000 JA邑楽館林青年部館林明和支部 10,471 荒木　倉子 50,000
橋本　明 30,000 明和町ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 10,000 伊藤　厚 50,000
岡安　宏子 100,000 須藤　順一 50,000 立木　留吉 100,000
加藤　茂行 50,000 薗田　雅己 30,000 森原　和子 100,000
石塚　閑子 30,000 立岡　正夫 101,291 江原　浩 30,000
田口　和穂 50,000 大谷　薫 30,000 明和町教育委員会少年キャンプ参会者 426
白井　髙 50,000 坂庭　紀代子 尿とりパット ７袋 東毛法人会 廣浦 秀子 タオル １００本

会費総額
普通会員（3,281世帯）
特別・賛助会員（法人149社）

1,874,400円
1,312,400円
562,000円

職　　種：一般職（地域福祉）
採 用 日：平成30年４月１日
募集人員：若干名

　以下の条件を満たし、情熱を持って地域福祉
に取り組む人
・昭和62年４月２日以降に生まれた人
・学校教育法に定める大学を卒業した人
（平成30年３月末日までに卒業見込を含む）
　又は、社会福祉士又は精神保健福祉士の資格
を有する人
選考方法：書類審査、面接試験

　受験申込書、履歴書等及び作文を町社会福祉
協議会事務局へ直接提出
　募集要項、受験申込書、履歴書（様式）は、
平成29年10月10日から当会事務局で交付しま
す。（本会ホームページからダウンロードも可）
応募受付期間：
平成29年10月16日から平成29年11月30日まで
（午前８時30分から午後５時15分）
面接試験：平成29年12月11日（予定）
勤務条件：本会給与規定及び就業規則等による。
問合せ先：明和町社会福祉協議会
　　　　　電話 0276-84-4013
　　

社協会費納入
ありがとうございます

グラウンドゴルフで高齢者と児童の交流

応募資格

応募方法

明和町社会福祉協議会
正規職員採用のお知らせ
明和町社会福祉協議会
正規職員採用のお知らせ
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　学童保育とは、共働きなどで保護者が昼間いない家庭の小学生
に対して、放課後や長期休みに遊びや学びの場を提供し、預かる
保育施設のことです。
　明和町では、以前、各保護者会で運営をしておりましたが、今
年の４月から町の指定管理を受け、明和町社会福祉協議会で運営
をしております。
　本会では学童保育所を単なる「遊び場」ではなく、家庭に代わる「生活の場」と考えておりま
す。子どもたちが、「ただいま！」と帰ってきて、指導員が「おかえり！」と答える。そこから
学童での生活が始まります。さまざまな取り組みの中で、生活に必要な力を身につけていったり、
子どもたち自身がやりたいことを見つけ、実現に向けて努力していくことも応援しています。

平成28年度事業報告・決算報告
平成28年度事業報告
　平成28年度事業・決算報告は理事会（平成29年５月22日）、評議員会（平成29年６月５日）で
承認されています。

総合支援回数　73回
　生活困窮者自立支援事業　相談支援回数　27回　　契約件数　５件
　日常生活自立支援事業　　相談支援回数　35回　　契約件数　３件
　生活福祉資金貸付事業　　相談支援回数　11回　　貸付件数　３件
その他　　　　　　　　　　相談支援回数　２回
心配ごと相談　　　　　　　開催回数　　　10回　　相談件数　５件

【総合相談支援・権利擁護事業】

事務局として、各福祉団体、ふれあい・いきいきサロンの活動を支援しています。
福祉団体：老人クラブ連絡協議会、ボランティア連絡協議会、身体障害者団体更生会、心身障害
児者療育父母の会、母子・寡婦会、遺族会、ふれあい・いきいきサロン（16サロン）
福祉ふれあい事業（クリスマスのつどい）、総合福祉スポーツ大会、福祉教育協力校事業、意思
疎通支援事業（手話講習会）

【地域福祉活動支援事業】

　・対象：小１～小６
　・休日：日曜日・祝日・年末年始
　・利用時間：18：30まで
　・延長：19：00まで
　・長期休業中のみの受入：有り

【基本情報】
　・保育料：月8,000円（４～６年生は6,000円）
　・午後６：30を過ぎた場合：日額500円
　・土曜保育：日額1,000円
　・春季休業中のみ：5,000円（新１年生は3,000円）
　・夏季休業中のみ：20,000円
　・冬季休業中のみ：5,000円

【料　　金】

　準備日／１１月２２日　バザー当日１１月２３日
　　　　　両日とも午前9時～12時ごろまで
　　　　　※活動は都合のよい時間で大丈夫です。

【日　　時】

　明和町中央公民館

【場　　所】

　東部学童保育所／明和町千津井314-1明和町ふれあいセンタースズカケ内
　　　　　　　　　TEL 0276－74－3609
　西部学童保育所／明和町須賀249-1（来年3月までは西小学校体育館2階）　
　　　　　　　　　TEL 0276－84－3615

【問い合わせ先】

寝たきり高齢者等へのオムツ等給付（年２回（８月、12月）実施）　給付者数　延べ112人
一人暮らし等高齢者給食サービス　（月２回）　登録者70人、延べ配食数1,027回　
買い物支援サービス　　　　　　　（週１回）　登録件数5件、延べ支援回数114回
福祉用具貸与事業　　　　　　　　　ベッド24件、車椅子40件、エアーマット24件
車イス用自動車（奉仕号）貸出　　　貸出件数　56件

【在宅福祉サービス事業】

特別保育（夏休み）
　登録児童数　　26人　　開館日数26日
　延べ利用者数　632人

【児童福祉事業】

訪問入浴
　登録者数 3人
　実入浴人数 144人
居宅介護支援
　訪問調査受託件数 48件
　居宅介護支援契約件数（新規） 13件
　延プラン作成件数 371件
　介護予防支援業務受託件数 27件

【介護保険事業】

老人福祉センター　　開館日数 262日
　　　　　　　　　　延利用者数 18,864人
社会福祉会館　　　　開館日数 243日 
　　　　　　　　　　延利用者数 7,391人
地域活動支援センター　　会館日数 239日
　　　　　　　　　　延利用者数 1,870人

【町公共施設管理運営事業（指定管理者）】

一般募金配分金事業、
歳末たすけあい配分金事業

【共同募金事業】

登録人数 60人
実活動人員 48人
作業受託件数 653件
作業収入 10,830,075円

【シルバー人材センター運営】

学童保育所紹介

　毎年町民の皆様から協力いただいている福祉バザーを今年も開催いたします。各行政区の回覧
でご寄付の協力を募りますので、今年もよろしくお願いします。11月11日から11月20日までの
間にボランティア会員が品物を受け取りにうかがいますので、それまでに用意をお願いします。
　バザー当日や準備を手伝っていただけるボランティアを募集いたします。品物の搬入や机の準備、
値段付け等が主な内容となります。興味のある方は社会福祉協議会事務局まで申し込みください。

第３６回ボランティア福祉バザーのお知らせ

※学童保育所への入所の申込は、直接、各学童保育所にお問い合わせください。



　７月１２日、しろがね学園原口様・高橋様を
お招きし、「知的障害と自閉症」「知的障害児
への専門療育」というテーマで勉強会を開催し
ました。障害の特徴や関わり方のポイント、入
所施設での取り組み状況などのお話しに参加し
た皆さん終始聞き入っていました。講演後参加
者から様々な質問や意見が出され、大変有意義
な勉強会となりました。先生方、ご講演ありが
とうございました。
　今後もこのような勉強会を開催していきます
ので興味・関心のある方のご参加お待ちしてお
ります。

　８月６日、明和町心身障害児者療育父母の会
では、毎年恒例の激励会を開催いたしました。
　今年は会員さんの希望で、栃木県鬼怒川でラ
イン下りを体験してきました。「鬼怒川ライン
下り」は、鬼怒川を下りながら美しい渓流の流
れと自然の景観を楽しむことができる観光和船
です。時には激しく流れる渓流の中を、櫂（カ
イ）と呼ばれる操船具を使って船頭さんが船を
巧みに操り下っていくスリルとライン下りでの
夏の涼を味わいました。療育父母の会ではこの
他にも会員さん相互の交流や情報交換など目的
に懇談会などの事業も実施しています。会員の
募集も随時行っておりますので興味のある方は
お問い合わせください。
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明和町心身障害児者療育父母の会活動報告

　明和町母子・寡婦会では町内の母子・父子家
庭を対象とし親と子の交流を深め家庭の自立促
進を図ることを目的として「親子ふれあい交流
事業」を開催しております。
　今年度は８月１９日～２０日にかけて新潟県
方面へ行ってきました。小千谷市にある震災
ミュージアムでは当日を再現する映像などを見
学し、いつ発生するか分からない災害について
学ぶことができました。寺泊の水族館では、普
段見ることがない海の生き物をいつまでも一生
懸命に眺めていました。参加した家族からは
「初めての参加でしたが、楽しかった」「また
次回も参加したい」との感想もいただきました。
　次回は３月にディズニーランドへの日帰り旅行を計画しております。時期が近づきました
らめいわ広報等でお知らせいたしますので、沢山のご参加をお待ちしております。
　明和町母子・寡婦会では今後、対象者を母子から父子のかたにも広げ、多くの会員を募集
する計画です。町内の対象者の方が楽しく参加できるようなイベントを計画しておりますの
で、興味のある方はお気軽に事務局までご相談ください。

親子ふれあい交流事業 ～想い出づくり～

勘　定　科　目 当年度決算

貸借対照表
平成29年3月31日現在　（単位：円）

資 産 の 部 負 債 の 部

純 資 産 の 部

勘 定 科 目
流動資産
　現　 金
　預貯金
　有価証券
　未収金
　立替金
　前払金
　事業区分間貸付金
　会計単位外貸付金
　会計単位内貸付金
　経理区分勘定
　仮払金
　その他流動資産
　徴収不能引当金
固定資産
　基本財産
その他固定資産
　建　 物
　車両運搬具
　器具及び備品
　リサイクル預託金
　貸付事業貸付金
　退職共済預け金
　社会福祉基金
　社会福祉協議会基金

資産の部合計

流動負債
　短期運営借入金
　会計単位外借入金
　会計単位内借入金
　未払金
　未返還金
　預り金
　事業区分間借入金
　その他流動負債
固定負債
　設備資金借入金
　長期預り金
　退職給与引当金

11,235,352
50,000

8,359,035

2,378,437

307,880
140,000

110,186,866
1,000,000

109,186,866
494,692
7,698,210
478,609
31,110

10,886,520
21,050,000
68,547,725

121,422,218

8,264,889

7,913,077

211,812
140,000

12,360,160

12,360,160
20,625,049

基本金
その他の積立金
　社会福祉基金
　社会福祉協議会基金
次期繰越活動増減差額
　次期繰越活動増減差額
　（うち当期活動増減差額）

純資産の部合計

負債及び純資産合計

1,000,000
89,597,725
21,050,000
68,547,725
10,199,444
10,199,444
△ 724,503

100,797,169

121,422,218

勘 定 科 目

負 債 の 部 合 計

当年度末 当年度末

平成28年度事業活動収支計算書
（自）平成 28年 4月1日　（至）平成 29 年 3月31日　（単位：円）

介護保険事業収益
社会福祉協議会事業収益
　会費収益
　寄附金収益
　経常経費補助金収益
　受託金収益
　事業収益
　共同募金配分金収益
サービス活動収益計（１）
人件費支出
事業費支出
事務費支出
社会福祉協議会事業費支出
　地域福祉活動計画費支出
　総合相談支援・権利擁護事業費支出
　地域福祉活動支援事業費支出
　在宅福祉事業費支出
　生活支援事業費支出
　春夏冬休み特別保育事業支出
　共同募金事業支出
減価償却費
徴収不能額
その他の費用
サービス活動費用計（２）

サービス活動増減差額(３)＝（１）－（２）

6,467,770
67,229,642
1,903,700
3,097,813
13,771,625
30,355,480
15,548,138
2,552,886
73,697,412
40,579,464
24,193,988
9,462,511
8,771,413
22,950
38,090

4,764,886
971,195
119,464
301,805
2,553,023
629,328

0
94,860

83,731,564
△ 10,034,152

93,532
1,064,308

1,157,840

0
1,157,840

△ 8,876,312
8,151,810
1,268,593

0
9,420,403
1,268,593

1
1,268,594
8,151,809
△ 724,503
2,000,939
1,276,436

0
9,000,000
76,992

10,199,444

受取利息配当金収益 
その他のサービス活動外収益

サービス活動外収益計（４）

サービス活動外費用計（５）
サービス活動外増減差額（６）＝（４）－（５）

経常増減差額（７）＝（３）＋（６）
固定資産受贈額
サービス区分間繰入金収益
その他特別収益
特別収益計（８）
サービス区分間繰入金費用
固定資産売却損・処分損
特別費用計（９）

特別増減差額（１０）＝（８）－（９）
当期活動増減差額（１１）＝（７）＋（１０）
前期繰越活動増減差額（１２）
当期末繰越活動増減差額（１３）＝（１１）＋（１２）
基本金取崩額（１４）
その他の積立金取崩額（１５）
その他の積立金積立額（１６）
次期繰越活動増減差額（１７）＝(13)＋(14)＋(15)－(16)

勘　定　科　目 当年度決算
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「自閉症」についての勉強会

鬼怒川でライン下りを体験

【問い合わせ先】
明和町社会福祉協議会／ＴＥＬ0276－84－4013



　町民の皆様には、日頃から社会福祉協議会の活動にご理解ご協
力を頂きまして、誠に有り難うございます。飯塚前会長の任期満
了による退任に伴い、６月の評議員会・理事会におきまして委員
各位のご推挙により、会長に就任致しました。宜しくお願い申し
上げます。
　明和町では、「誰もが自立して地域の中で安心して生活できる
まちづくり」を目指しており、本会も地域福祉推進の為、28年度
明和町と協働で「明和町地域福祉推進計画（平成29年度～平成32
年度）」として一体的に、活動計画を策定しております。
　この活動計画を実践し、本会の理念である「誰もが地域の中で
安心して暮らすことができる、人が輝く福祉のまちづくり」の実
現に向け、微力ではありますが、職員、及び活動にご協力頂いている関係者の皆様とと
もに、誠心誠意努力して参ります。
　町民皆様方のなお一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、就任のご挨
拶とさせて頂きます。

平成29年10月1日 福　祉　だ　よ　り 第36号 （4）（5） 平成29年10月1日 福　祉　だ　よ　り 第36号

第１回 運営協議会を開催 会長就任あいさつ
　平成29年度から社会福祉協議会（社協）に
会長の諮問機関として運営協議会が設置され
ました。委員は、区長、民生委員児童委員、
福祉団体代表の皆さまです。
　平成29年７月６日、第１回会議を開催し、
社協の事業・活動の内容を知っていただくた
めの概要説明と社協が地域福祉を進めるため
の具体的な意見をいただくためグループに別
れての意見交換を行いました。
　社協からは、地域福祉推進計画、社協事業
計画の概要のほか、相談支援、老人クラブ、ボランティア、共同募金、シルバー人材セ
ンター、生活支援体制整備（ささえ愛ネット）等社協の具体的な取り組みについて説明
しました。
　委員からは、次のような意見が出されました。

（課題）
・ひとり暮らし高齢者が増え、社会的に孤立しているケースが多い。交流の場が少な
く、移動の問題等で出かけられないケースが多い。
・地域（区）の課題に継続して取り組むリーダーの選任が課題。
・犯罪歴のある人が地域に戻ってきた場合の接し方がわからない。
・見守り等をすすめる場合の個人情報の取り扱いが課題。
・地区の問題を関係者（区長、民生委員等）で共有して対応するしくみを作る必要が
ある。
・ボランティア会員の活動の情報が区で把握できていない。

（地区での取組）
・ひきこもりの若者にも声かけが必要。
・子どもの見守りとして声かけをしたい。
・地域でのあいさつ運動が必要。

（社協への提案）
・ハローワークと協力したひきこもりの若者への支援が必要。
・社協には地域に出て問題の掘り起こしをしてほしい。
・役場と社協の役割が良くわからない。
・困りごとは役場または社協に相談してくださいというチラシを配布したらどうか。
・買い物支援サービスが必要（タクシー券では不十分なケース）。
・生活困窮家庭の子どもへの学習支援（ボランティア等による塾）。
・生活支援体制整備事業の周知が必要。

会長：
たちき

立木 
とめよし

留吉

平成29年度社会福祉法人明和町社会福祉協議会役員名簿
（平成 29年９月４日現在）

学識経験者　
民生委員児童委員協議会長
区長会長
介護福祉課長（行政関係）
副町長（行政関係）
老人クラブ連絡協議会代表
ボランティア連絡協議会代表
和の郷施設長
元区長（地域福祉）
税理士（財務管理）
元民生委員児童委員協議会長（地域福祉）
文教厚生常任委員長（議会関係）
区長会副会長
民生委員児童委員協議会副会長
民生委員児童委員協議会副会長
心身障害児者療育父母の会代表
身体障害者団体明和町更生会代表
母子・寡婦会代表
遺族会代表
明和東小学校長
ＮＰＯ法人きずな理事長

職　名
会長理事
副会長理事
〃

常務理事
理事
〃
〃
〃
監事
〃
〃
評議員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

評議員選任・解任委員会
〃
〃
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氏　名
立木　留吉
矢之貴洋子
荒木　良知
蓮見　幸夫
野本　泰生
奈良原宜子
長谷川照子
橋本　貴好
田子　仁一
始澤　　昭
駒宮　完生
早川　元久
町田　治一
五月女元子
田口　範雄
落合　芳子
薗田　悦彦
新井あさ子
都築　　登
野木村　崇
中山　洋美
田子　仁一
關　　匡憲
竹内　好美

選　出　区　分



　町民の皆様には、日頃から社会福祉協議会の活動にご理解ご協
力を頂きまして、誠に有り難うございます。飯塚前会長の任期満
了による退任に伴い、６月の評議員会・理事会におきまして委員
各位のご推挙により、会長に就任致しました。宜しくお願い申し
上げます。
　明和町では、「誰もが自立して地域の中で安心して生活できる
まちづくり」を目指しており、本会も地域福祉推進の為、28年度
明和町と協働で「明和町地域福祉推進計画（平成29年度～平成32
年度）」として一体的に、活動計画を策定しております。
　この活動計画を実践し、本会の理念である「誰もが地域の中で
安心して暮らすことができる、人が輝く福祉のまちづくり」の実
現に向け、微力ではありますが、職員、及び活動にご協力頂いている関係者の皆様とと
もに、誠心誠意努力して参ります。
　町民皆様方のなお一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ、就任のご挨
拶とさせて頂きます。

平成29年10月1日 福　祉　だ　よ　り 第36号 （4）（5） 平成29年10月1日 福　祉　だ　よ　り 第36号

第１回 運営協議会を開催 会長就任あいさつ
　平成29年度から社会福祉協議会（社協）に
会長の諮問機関として運営協議会が設置され
ました。委員は、区長、民生委員児童委員、
福祉団体代表の皆さまです。
　平成29年７月６日、第１回会議を開催し、
社協の事業・活動の内容を知っていただくた
めの概要説明と社協が地域福祉を進めるため
の具体的な意見をいただくためグループに別
れての意見交換を行いました。
　社協からは、地域福祉推進計画、社協事業
計画の概要のほか、相談支援、老人クラブ、ボランティア、共同募金、シルバー人材セ
ンター、生活支援体制整備（ささえ愛ネット）等社協の具体的な取り組みについて説明
しました。
　委員からは、次のような意見が出されました。

（課題）
・ひとり暮らし高齢者が増え、社会的に孤立しているケースが多い。交流の場が少な
く、移動の問題等で出かけられないケースが多い。
・地域（区）の課題に継続して取り組むリーダーの選任が課題。
・犯罪歴のある人が地域に戻ってきた場合の接し方がわからない。
・見守り等をすすめる場合の個人情報の取り扱いが課題。
・地区の問題を関係者（区長、民生委員等）で共有して対応するしくみを作る必要が
ある。
・ボランティア会員の活動の情報が区で把握できていない。

（地区での取組）
・ひきこもりの若者にも声かけが必要。
・子どもの見守りとして声かけをしたい。
・地域でのあいさつ運動が必要。

（社協への提案）
・ハローワークと協力したひきこもりの若者への支援が必要。
・社協には地域に出て問題の掘り起こしをしてほしい。
・役場と社協の役割が良くわからない。
・困りごとは役場または社協に相談してくださいというチラシを配布したらどうか。
・買い物支援サービスが必要（タクシー券では不十分なケース）。
・生活困窮家庭の子どもへの学習支援（ボランティア等による塾）。
・生活支援体制整備事業の周知が必要。

会長：
たちき

立木 
とめよし

留吉

平成29年度社会福祉法人明和町社会福祉協議会役員名簿
（平成 29年９月４日現在）
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老人クラブ連絡協議会代表
ボランティア連絡協議会代表
和の郷施設長
元区長（地域福祉）
税理士（財務管理）
元民生委員児童委員協議会長（地域福祉）
文教厚生常任委員長（議会関係）
区長会副会長
民生委員児童委員協議会副会長
民生委員児童委員協議会副会長
心身障害児者療育父母の会代表
身体障害者団体明和町更生会代表
母子・寡婦会代表
遺族会代表
明和東小学校長
ＮＰＯ法人きずな理事長
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　７月１２日、しろがね学園原口様・高橋様を
お招きし、「知的障害と自閉症」「知的障害児
への専門療育」というテーマで勉強会を開催し
ました。障害の特徴や関わり方のポイント、入
所施設での取り組み状況などのお話しに参加し
た皆さん終始聞き入っていました。講演後参加
者から様々な質問や意見が出され、大変有意義
な勉強会となりました。先生方、ご講演ありが
とうございました。
　今後もこのような勉強会を開催していきます
ので興味・関心のある方のご参加お待ちしてお
ります。

　８月６日、明和町心身障害児者療育父母の会
では、毎年恒例の激励会を開催いたしました。
　今年は会員さんの希望で、栃木県鬼怒川でラ
イン下りを体験してきました。「鬼怒川ライン
下り」は、鬼怒川を下りながら美しい渓流の流
れと自然の景観を楽しむことができる観光和船
です。時には激しく流れる渓流の中を、櫂（カ
イ）と呼ばれる操船具を使って船頭さんが船を
巧みに操り下っていくスリルとライン下りでの
夏の涼を味わいました。療育父母の会ではこの
他にも会員さん相互の交流や情報交換など目的
に懇談会などの事業も実施しています。会員の
募集も随時行っておりますので興味のある方は
お問い合わせください。

平成29年10月1日 福　祉　だ　よ　り 第36号 （6）（3） 平成29年10月1日 福　祉　だ　よ　り 第36号

明和町心身障害児者療育父母の会活動報告

　明和町母子・寡婦会では町内の母子・父子家
庭を対象とし親と子の交流を深め家庭の自立促
進を図ることを目的として「親子ふれあい交流
事業」を開催しております。
　今年度は８月１９日～２０日にかけて新潟県
方面へ行ってきました。小千谷市にある震災
ミュージアムでは当日を再現する映像などを見
学し、いつ発生するか分からない災害について
学ぶことができました。寺泊の水族館では、普
段見ることがない海の生き物をいつまでも一生
懸命に眺めていました。参加した家族からは
「初めての参加でしたが、楽しかった」「また
次回も参加したい」との感想もいただきました。
　次回は３月にディズニーランドへの日帰り旅行を計画しております。時期が近づきました
らめいわ広報等でお知らせいたしますので、沢山のご参加をお待ちしております。
　明和町母子・寡婦会では今後、対象者を母子から父子のかたにも広げ、多くの会員を募集
する計画です。町内の対象者の方が楽しく参加できるようなイベントを計画しておりますの
で、興味のある方はお気軽に事務局までご相談ください。

親子ふれあい交流事業 ～想い出づくり～

勘　定　科　目 当年度決算

貸借対照表
平成29年3月31日現在　（単位：円）

資 産 の 部 負 債 の 部

純 資 産 の 部

勘 定 科 目
流動資産
　現　 金
　預貯金
　有価証券
　未収金
　立替金
　前払金
　事業区分間貸付金
　会計単位外貸付金
　会計単位内貸付金
　経理区分勘定
　仮払金
　その他流動資産
　徴収不能引当金
固定資産
　基本財産
その他固定資産
　建　 物
　車両運搬具
　器具及び備品
　リサイクル預託金
　貸付事業貸付金
　退職共済預け金
　社会福祉基金
　社会福祉協議会基金

資産の部合計

流動負債
　短期運営借入金
　会計単位外借入金
　会計単位内借入金
　未払金
　未返還金
　預り金
　事業区分間借入金
　その他流動負債
固定負債
　設備資金借入金
　長期預り金
　退職給与引当金

11,235,352
50,000

8,359,035

2,378,437

307,880
140,000

110,186,866
1,000,000

109,186,866
494,692
7,698,210
478,609
31,110

10,886,520
21,050,000
68,547,725

121,422,218

8,264,889

7,913,077

211,812
140,000

12,360,160

12,360,160
20,625,049

基本金
その他の積立金
　社会福祉基金
　社会福祉協議会基金
次期繰越活動増減差額
　次期繰越活動増減差額
　（うち当期活動増減差額）

純資産の部合計

負債及び純資産合計

1,000,000
89,597,725
21,050,000
68,547,725
10,199,444
10,199,444
△ 724,503

100,797,169

121,422,218

勘 定 科 目

負 債 の 部 合 計

当年度末 当年度末

平成28年度事業活動収支計算書
（自）平成 28年 4月1日　（至）平成 29 年 3月31日　（単位：円）

介護保険事業収益
社会福祉協議会事業収益
　会費収益
　寄附金収益
　経常経費補助金収益
　受託金収益
　事業収益
　共同募金配分金収益
サービス活動収益計（１）
人件費支出
事業費支出
事務費支出
社会福祉協議会事業費支出
　地域福祉活動計画費支出
　総合相談支援・権利擁護事業費支出
　地域福祉活動支援事業費支出
　在宅福祉事業費支出
　生活支援事業費支出
　春夏冬休み特別保育事業支出
　共同募金事業支出
減価償却費
徴収不能額
その他の費用
サービス活動費用計（２）

サービス活動増減差額(３)＝（１）－（２）

6,467,770
67,229,642
1,903,700
3,097,813
13,771,625
30,355,480
15,548,138
2,552,886
73,697,412
40,579,464
24,193,988
9,462,511
8,771,413
22,950
38,090

4,764,886
971,195
119,464
301,805
2,553,023
629,328

0
94,860

83,731,564
△ 10,034,152

93,532
1,064,308

1,157,840

0
1,157,840

△ 8,876,312
8,151,810
1,268,593

0
9,420,403
1,268,593

1
1,268,594
8,151,809
△ 724,503
2,000,939
1,276,436

0
9,000,000
76,992

10,199,444

受取利息配当金収益 
その他のサービス活動外収益

サービス活動外収益計（４）

サービス活動外費用計（５）
サービス活動外増減差額（６）＝（４）－（５）

経常増減差額（７）＝（３）＋（６）
固定資産受贈額
サービス区分間繰入金収益
その他特別収益
特別収益計（８）
サービス区分間繰入金費用
固定資産売却損・処分損
特別費用計（９）

特別増減差額（１０）＝（８）－（９）
当期活動増減差額（１１）＝（７）＋（１０）
前期繰越活動増減差額（１２）
当期末繰越活動増減差額（１３）＝（１１）＋（１２）
基本金取崩額（１４）
その他の積立金取崩額（１５）
その他の積立金積立額（１６）
次期繰越活動増減差額（１７）＝(13)＋(14)＋(15)－(16)
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「自閉症」についての勉強会

鬼怒川でライン下りを体験

【問い合わせ先】
明和町社会福祉協議会／ＴＥＬ0276－84－4013



平成29年10月1日 福　祉　だ　よ　り 第36号 （2）（7） 平成29年10月1日 福　祉　だ　よ　り 第36号

　学童保育とは、共働きなどで保護者が昼間いない家庭の小学生
に対して、放課後や長期休みに遊びや学びの場を提供し、預かる
保育施設のことです。
　明和町では、以前、各保護者会で運営をしておりましたが、今
年の４月から町の指定管理を受け、明和町社会福祉協議会で運営
をしております。
　本会では学童保育所を単なる「遊び場」ではなく、家庭に代わる「生活の場」と考えておりま
す。子どもたちが、「ただいま！」と帰ってきて、指導員が「おかえり！」と答える。そこから
学童での生活が始まります。さまざまな取り組みの中で、生活に必要な力を身につけていったり、
子どもたち自身がやりたいことを見つけ、実現に向けて努力していくことも応援しています。

平成28年度事業報告・決算報告
平成28年度事業報告
　平成28年度事業・決算報告は理事会（平成29年５月22日）、評議員会（平成29年６月５日）で
承認されています。

総合支援回数　73回
　生活困窮者自立支援事業　相談支援回数　27回　　契約件数　５件
　日常生活自立支援事業　　相談支援回数　35回　　契約件数　３件
　生活福祉資金貸付事業　　相談支援回数　11回　　貸付件数　３件
その他　　　　　　　　　　相談支援回数　２回
心配ごと相談　　　　　　　開催回数　　　10回　　相談件数　５件

【総合相談支援・権利擁護事業】

事務局として、各福祉団体、ふれあい・いきいきサロンの活動を支援しています。
福祉団体：老人クラブ連絡協議会、ボランティア連絡協議会、身体障害者団体更生会、心身障害
児者療育父母の会、母子・寡婦会、遺族会、ふれあい・いきいきサロン（16サロン）
福祉ふれあい事業（クリスマスのつどい）、総合福祉スポーツ大会、福祉教育協力校事業、意思
疎通支援事業（手話講習会）

【地域福祉活動支援事業】

　・対象：小１～小６
　・休日：日曜日・祝日・年末年始
　・利用時間：18：30まで
　・延長：19：00まで
　・長期休業中のみの受入：有り

【基本情報】
　・保育料：月8,000円（４～６年生は6,000円）
　・午後６：30を過ぎた場合：日額500円
　・土曜保育：日額1,000円
　・春季休業中のみ：5,000円（新１年生は3,000円）
　・夏季休業中のみ：20,000円
　・冬季休業中のみ：5,000円

【料　　金】

　準備日／１１月２２日　バザー当日１１月２３日
　　　　　両日とも午前9時～12時ごろまで
　　　　　※活動は都合のよい時間で大丈夫です。

【日　　時】

　明和町中央公民館

【場　　所】

　東部学童保育所／明和町千津井314-1明和町ふれあいセンタースズカケ内
　　　　　　　　　TEL 0276－74－3609
　西部学童保育所／明和町須賀249-1（来年3月までは西小学校体育館2階）　
　　　　　　　　　TEL 0276－84－3615

【問い合わせ先】

寝たきり高齢者等へのオムツ等給付（年２回（８月、12月）実施）　給付者数　延べ112人
一人暮らし等高齢者給食サービス　（月２回）　登録者70人、延べ配食数1,027回　
買い物支援サービス　　　　　　　（週１回）　登録件数5件、延べ支援回数114回
福祉用具貸与事業　　　　　　　　　ベッド24件、車椅子40件、エアーマット24件
車イス用自動車（奉仕号）貸出　　　貸出件数　56件

【在宅福祉サービス事業】

特別保育（夏休み）
　登録児童数　　26人　　開館日数26日
　延べ利用者数　632人

【児童福祉事業】

訪問入浴
　登録者数 3人
　実入浴人数 144人
居宅介護支援
　訪問調査受託件数 48件
　居宅介護支援契約件数（新規） 13件
　延プラン作成件数 371件
　介護予防支援業務受託件数 27件

【介護保険事業】

老人福祉センター　　開館日数 262日
　　　　　　　　　　延利用者数 18,864人
社会福祉会館　　　　開館日数 243日 
　　　　　　　　　　延利用者数 7,391人
地域活動支援センター　　会館日数 239日
　　　　　　　　　　延利用者数 1,870人

【町公共施設管理運営事業（指定管理者）】

一般募金配分金事業、
歳末たすけあい配分金事業

【共同募金事業】

登録人数 60人
実活動人員 48人
作業受託件数 653件
作業収入 10,830,075円

【シルバー人材センター運営】

学童保育所紹介

　毎年町民の皆様から協力いただいている福祉バザーを今年も開催いたします。各行政区の回覧
でご寄付の協力を募りますので、今年もよろしくお願いします。11月11日から11月20日までの
間にボランティア会員が品物を受け取りにうかがいますので、それまでに用意をお願いします。
　バザー当日や準備を手伝っていただけるボランティアを募集いたします。品物の搬入や机の準備、
値段付け等が主な内容となります。興味のある方は社会福祉協議会事務局まで申し込みください。

第３６回ボランティア福祉バザーのお知らせ

※学童保育所への入所の申込は、直接、各学童保育所にお問い合わせください。



平成29年10月1日

編集発行
社会福祉法人

明和町社会福祉協議会
明和町新里311－3
明和町老人福祉センター内
TEL.0276（84）4013
FAX.0276（84）4904

http://www.meiwa-syakyo.or.jp/

社会福祉協議会（社協）は、
住民主体の地域福祉をすすめます

ご寄付ありがとうございます

平成29年10月1日 福　祉　だ　よ　り 第36号 （8）

　地域福祉のために役立ててくださいと次の方々からご寄付をいただきました。
　この寄付金は、社会福祉協議会の会計として経理し、事業運営に充当しております。主に、在
宅福祉サービス事業に充てられており、一人暮らし等高齢者に対する給食サービス（月2回）、
寝たきり高齢者等への紙オムツ等支給（年2回）、介護用福祉用具貸与（べッド、車椅子、エ
アーマット）、車椅子用自動車貸出（奉仕号）、一人暮らし高齢者への買い物支援サービス、町
内福祉団体の活動支援等の事業に使用させていただいております。
寄付はすべて皆様の善意に基づくものです。このため一切の強制は行いません。

（平成２９年４月１日～平成２９年９月２７日受付分）（記載は受付順、敬称略）

　多数のみなさまのご理解をいただき、社
協会費を納入いただきました。地域福祉事
業に活用させていただきます。

＝明和町社会福祉協議会機関誌 第36号＝
この機関誌は共同募金の配分を受け発行しています。

寄付金・物品 （単位：円）
原口　弘 50,000 JA邑楽館林青年部館林明和支部 10,471 荒木　倉子 50,000
橋本　明 30,000 明和町ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 10,000 伊藤　厚 50,000
岡安　宏子 100,000 須藤　順一 50,000 立木　留吉 100,000
加藤　茂行 50,000 薗田　雅己 30,000 森原　和子 100,000
石塚　閑子 30,000 立岡　正夫 101,291 江原　浩 30,000
田口　和穂 50,000 大谷　薫 30,000 明和町教育委員会少年キャンプ参会者 426
白井　髙 50,000 坂庭　紀代子 尿とりパット ７袋 東毛法人会 廣浦 秀子 タオル １００本

会費総額
普通会員（3,281世帯）
特別・賛助会員（法人149社）

1,874,400円
1,312,400円
562,000円

職　　種：一般職（地域福祉）
採 用 日：平成30年４月１日
募集人員：若干名

　以下の条件を満たし、情熱を持って地域福祉
に取り組む人
・昭和62年４月２日以降に生まれた人
・学校教育法に定める大学を卒業した人
（平成30年３月末日までに卒業見込を含む）
　又は、社会福祉士又は精神保健福祉士の資格
を有する人
選考方法：書類審査、面接試験

　受験申込書、履歴書等及び作文を町社会福祉
協議会事務局へ直接提出
　募集要項、受験申込書、履歴書（様式）は、
平成29年10月10日から当会事務局で交付しま
す。（本会ホームページからダウンロードも可）
応募受付期間：
平成29年10月16日から平成29年11月30日まで
（午前８時30分から午後５時15分）
面接試験：平成29年12月11日（予定）
勤務条件：本会給与規定及び就業規則等による。
問合せ先：明和町社会福祉協議会
　　　　　電話 0276-84-4013
　　

社協会費納入
ありがとうございます

グラウンドゴルフで高齢者と児童の交流

応募資格

応募方法

明和町社会福祉協議会
正規職員採用のお知らせ
明和町社会福祉協議会
正規職員採用のお知らせ


